
淘汰を生き抜く「少数精鋭」の絶対法則 

〜売上至上主義からの脱却と真の省人化〜 

「多くの中小企業は人材不足にあえぎ、冷静な判断が出来ない状況にある」 

これからますます人口減少が加速化していく中、これまでと同じ戦い方では、どんな会社でも利益が

伴わず淘汰されてしまいます。人材が減少しても利益を上げ続けられる会社を作るための「真の省人

化」と「少数精鋭組織」の作り方を解説します。 

1. 売上至上主義と「人手不足」の罠 

経営の究極の選択：売上げを増やすか、利益を増やすか。 

人材不足を補うために、無理に人を追いかけて利益は本当に増やせるのでしょうか？売上アップにこ

だわると労務費のウエートが高まり、原価は上がり続けます。一度冷静になり、「売上」ではなく

「利益」を上げ続けることを基準に思考を切り替える必要があります。 

2. 「何でもやる」を捨て、強みを極める 

生き残るための絶対条件：他社に負けない強みを作り上げること。 

なんでも手掛けるのではなく、自社の強みは何だろうかを探り、それをさらに磨き上げレベルアップ

することで他社との明確な差別化を図ります。これからの時代、他社との差別化が出来なければ値上

げも出来ず、間違いなく淘汰されます。取引先から「選ばれる会社」になることで、初めて値上げが

容認されるのです。 

3. 目先のコストダウンに潜む「内製化」の落とし穴 

購入額を減らすための「自社製作」は本当に正しいのか？ 

外部からの購入費（外注費など）を削減するため、あえて自社で製作・処理しているケースを多く見

かけます。一見正しいように見えますが、人件費や見えない工数を含めて総合的に考えると、自社で

作るよりも購入（外注）の方が安く上がることが多くあります。目先の購入額を減らすことではな

く、「最終的な利益を上げ続けること」を判断基準にしなければなりません。 

4. 少数精鋭の実現：付加価値の高い仕事への集中 

どこにでもできる業務は外部に委託し、社内の人材は「付加価値の高い仕事」に特化させる。 

これこそが「真の省人化」であり、少数精鋭を実現する唯一の道です。誰でもできる作業を手放し、

自社にしかできない強みにリソースを集中させることで、人が減っても利益を上げ続ける強い企業へ

と生まれ変わります。 
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